
•学校名

• 日時

・対象

・単元名

中学校

数学科 学習指導計画案

指導教員

．実習生_ ,、
場 所 2年3組教室平成27年 5月28日 （木曜日） 第3校時

2年 3組 （生徒数：男子19名，女子 17名：合計36名）

2章連立方程式

・単元の主たる内容と目
(!)二元一次方程式とその解の意味を理解することができる。
(2)連立方程式の必要性と意味．及びその解の意味を理解することができる。
(3)簡単な連立方程式を解くこと，及びそれを具体的な湯面で活用することができる。

・単元の嬰導計画（配当時数および本時の位置づけ）
1節 連 立程式
・・・I連立方程式とその解（節とびら含む） (2時間）
•.• 2連立方程式の解き方 (7時間）←本時はその第3時

2節連立方程式の利用 (5時間）
章末（基本のたしかめ，章末問題） (2時間）

計16時間

•本時の主題名 連立方程式の解き方ゆ0減法，両方の式を何倍かして解くこと）

.. 本時に使用する教材・教具

（教科書（啓林館 f未来へひろがる数学2」)，ワーク，プリント）

•本時の目標
寸育のどちらかの式を何倍かして解くことを基として．両方の式を何倍かして解くことを理解させる。
また，解くことができるようにさせることを目標と•する。

く教材 ・題材＞
加減法におい℃ 単純に左辺どうし．右辺どうしの加減のみで解ける問からどちらかを何倍かする問へと順

次拡張されている。
本時においては．どちらかを何倍かする問から両方の式を何倍かする問へと拡張する時間となっている。

く生徒 ＞ 
まじめで落ち着いた生徒が多く，静かに授業を受ける環境づくりがなされている。ただ，積極性には少し欠

けている部分があり，こちら側からの働きかけを充実させる必要がある。

＜悶百己品間指導を通じて．積極的に生徒の声を集めていく必要がある。その中で，本時の目標がどの程度達
成されているかを確認していく。

•本時の評価の繊点

関心・意欲・態度

加減法とその基になってい
る考え方に関心をもち，連立 1過程を振り返り，その方法に
方程式を解こうとする。 ついて考えることができる。

技 能 知識・理解
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•本時の指導過程

学習活動

指導項目 指導内容
時

指導上の留意点
間

敏師のはたらきかけ 生徒の学冒活動

｀ 忘れ物謂ベ 教況科を書確認・すワ ク・ノートの持参状 iまずは忘れ物 m科ホに従い，教 1持教師ち物自ら率先して
る。 チェックをして 書・ワーク・ を掲げる。

いきます。」 ノートを掲げ

宿合題わせの答え 前①)回をの生宿徒題がで自あらる答プえリ合ンわトせ(2す-1-2 「プリントの答 答る。えを見なが 宿題をして来な
えを配りま ら，丸つけ．及 かった生徒へは解

る。 す。 J び間違い直しを 答自をら裏解返くこし，と生を徒促
する。

導

●のをだ位「集一人●●さ蓄，"め●さ隻プてせ当●』ろてて9て'いのンて島， くト

す。

入
答プえ合わせした

リントを提出
する。

I 

前合わ回せの宿を題黒板であるp.36問4の答え 黒板を見なが (2)は解法が2種類

を用いて行う。 ら，解答を確認 ある。
く。

I百は<解冬°答られしたて生い徒
1ヽ7 

両何解程方倍式く連のか式を
p連式.3立を6何方例倍程題か式1すをを用考るいて， どちらかの

まず， x,yそれぞ 教科書で例題1を

迂
だけでは解けない れに対し何て倍，かど 見る。
える。 ちらかを

するだけではを解確
けないこと

露山値.ど9を藁.すち黛む●らるか●い．“え鼠るのえこ最のにると●·はをと·~蜘醜潟． 

黒板の従内に容写っすてを。考ノート
指示に

える。さ
I 指品名 れれば，

る。
展 独自の例題1'を用い連て立．方両程方式のを式定例題l'を板書す l'を書き写
開 着を何さ倍せかる。して解く

}●書し．す9叶鰐る.. ~ 答．叫.ま..  で塩

す。

黒指ノ板ー示のにト従内に容写っすてを。考

指心え名る占。さヱれれば． 翌
生に徒取がり組実際む

p,37問5を生徒が解く。 Iでは， p,37問
5を解いてくださ

p37問5を解く。 机間指導をする。

宿題プリント (2-1-2②)を配布す い「。早Jく終わった 早く終われば宿
る。 人は宿題プリン 題プリント．も

迄昨怜くにだ"認捻もさにいだし溢~。くじは:」て:a答nは． 

しくはワークの
p.37までをす
る。

翌
,. 題の確認 本時の宿題内容を確認させる。 何がを宿確題認ですある

問5(答えrは合除わせ かる。

くし）今たで場すと日合。，はプリン
整 ト」
理 まとめ 本時の学習内容の要点を再贖認す 「 両方の

る。

解式にま取をくし何連たり倍立組ねか方。ん程」でし式てき
L3 ふ


